
み
な
み
う
る
ぬ
ま

し
　
よ

か
わ

新
潟
。南
魚
沼
市
余
川
地
内
試
掘
調
査
地
点

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
南
魚
沼
市

（旧
南
魚
沼
郡
六
日
町
）
大
字
余
川

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
尾
崎
高
宏

５
　
遺
跡
の
種
類
　
迫退
物
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
点
は
旧
余
川
沢
川

（平
手
川
）
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
上
、

一扇
側
と
扇
端
の
接
す
る
付
近
に
立
地
す
る
。
調
査
地
点
の
西
側
に
は
魚
沼
丘
陵

が
所
在
し
、
丘
陵
と
扇
状
地
の

間
を
旧
余
川
沢
川
が
流
れ
て
い

た
。
こ
の
河
川
は
も
う
少
し
下

流
で
丘
陵
か
ら
流
れ
出
た
鎌
倉

沢
川
と
合
流
し
て
い
た
た
め
、

雪
解
け
の
時
期
を
中
心
に
両
河

町
　
チ
の
流
水
が
あ
ふ
れ
出
し
洪
水

十

を
頻
発
さ
せ
て
い
た
。

今
回
の
調
査
も
、
国
道

一
七

号
六
日
町
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う

一
連
の
試
掘
調
査
で
あ
る
。
約
七
〇
ｍ
離
れ

た
地
点
で
は
、
「田
租
料
…
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
二

四
号
）。
両
地
点
の
比
高
差
は
約

一
ｍ
で
、
今
回
の
出
土
地
点
の
方
が
高
い
。

木
簡
は
七
八
ト
レ
ン
チ
の
地
表
下
約
八
〇
伽
の
砂
や
礫
が
混
じ
る
濃
茶
褐
色

シ
ル
ト
層
か
ら
三
点
出
土
し
た
。
前
回
の
出
土
層
は
地
表
下
約
七
〇
釦
の
腐
植

物
が
混
じ
る
暗
褐
色
シ
ル
ト
層
で
、
前
回
と
は
土
層
の
色
調
が
若
干
異
な
る
が
、

シ
ル
ト
層
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
お
り
、
ま
た

一
つ
下
の
層
が
両
者
と
も
砂

礫
層
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
同
じ
土
層
の
可
能
性
が
あ
る
。
三
点
の
木

簡
は
約

一
ｍ
の
範
囲
内
で
出
土
し
た
。
上
層
の
腐
植
物
層
と
、
下
層
の
小
礫
の

混
じ
る
砂
礫
層
に
挟
ま
れ
た
土
層

（ヽ
ン
ル
ト
層
）
か
ら
の
遺
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
推
測
す
る
と
、
前
回
と
同
様
に
、
自
然
流
路
の
岸
に
近
い
地
点
か
、
岸
付
近

の
淀
み
と
い
っ
た
湿
地
状
況
が
推
祭
さ
れ
る
。
共
伴
遺
物
と
し
て
は
、
付
近
か

ら
札
状
木
製
品
三
点
と
、
約
二
ｍ
離
れ
た
地
点
か
ら
伊
万
里
焼
と
思
わ
れ
る
近

世
陶
磁
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
木
簡
の
時
期
を
推
測
す
る
遺
物

は
な
い
が
、
共
伴
遺
物
か
ら
み
る
限
り
、
木
簡
は
三
点
と
も
近
世
以
降
の
可
能

性
が
高
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
前
回
出
土
し
古
代
と
推
定
し
た
木
簡
も
近

世
の
遺
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
日

― ―

回

□

　

□

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｐ
こ

溢

貸

∞

〓

滓

空

写

②

　

「
十

六

七

人

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
ｗ
Ｓ

と

癸

∞

ｏ
解

第

一一号



2004年出上の木簡

「
□

Ｇ
６
×
８
×
Ｐ
　
ｏ
∞
岸
　
第
四
号

①
は
上
端
部
が
原
形
を
と
ど
め
、
下
端
部
は
明
瞭
な
刃
物
痕
跡
を
見
出
せ
な

い
が
、
左
か
ら
右
斜
め
下
に
向
け
て
直
線
的
に
切
断
さ
れ
て
い
る
の
で
人
為
的

と
思
わ
れ
る
。
両
側
面
は
左
上
端
部
が

一
部
損
傷
を
受
け
て
い
る
が
、
基
本
的

に
は
原
形
を
保

っ
て
い
る
。
表
裏
と
も
に
調
整
痕
は
見
出
せ
な
い
が
、
面
の
滑

ら
か
さ
を
見
る
と
、
両
面
と
も
調
整
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
表
面
の
墨

痕
は
下
端
付
近
の
二
文
字
分
だ
け
確
認
で
き
る
。
そ
れ
も
赤
外
線
を
用
い
て
よ

う
や
く
見
出
せ
る
程
度
で
残
り
が
よ
く
な
い
。
裏
面
は
わ
ず
か
に
墨
痕
が
点
在

す
る
だ
け
で
、
文
字
と
し
て
認
知
で
き
る
も
の
は
な
い
。

②
は
上
端
と
側
面
は
原
形
を
無

つ
が
、
下
端
は
欠
損
す
る
。
上
端
よ
り
約

五
卿
の
と
こ
ろ
で
表
面
に
向
け
て
わ
ず
か
に
屈
曲
す
る

（土
圧
な
ど
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
）。
面
の
滑
ら
か
さ
か
ら
表
面
に
は
調
整
が
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

裏
面
に
は
そ
れ
が
見
出
せ
な
い
。
内
容
は
数
字
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
習
書
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
帳
簿
な
ど
記
録
簡
に
関
わ
る
も
の
な
の
か
、

そ
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。

０
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
上
端
部
と
右
側
面
で
、
左
側
面
は
縦
割
れ

し
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
文
字
は
主
に
欠
損
部
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
下
端
部
の
切
断
面
を
み
る
と
、
刀
物
な
ど
に
よ
り
意
図
的
に
切
断
さ
れ
た

可
能
性
も
あ
る
。
墨
の
残
り
は
悪
く
、
肉
眼
で
は
よ
う
や
く
見
出
せ
る
程
度
で
、

赤
外
線
を
用
い
な
け
れ
ば
確
認
は
難
し
い
。

９
　
関
係
文
献

⑪
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

報
　
平
成

一
五
年
度
』
全
一〇
〇
五
年
）

磯
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
鰯
鰯
Ⅷ
鰯
　
③

『新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
年

（田
中
一
穂
）

(2)

(いずれも赤外線画像)




